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本⽇の議題�
１．調査内容�
２．教育機関へのアンケート調査�
３．専⾨⼯事業団体への⾯談調査�
４．実施事業に向けて�



 調 査 内 容�
①関係機関の連携と情報の⼀元化�
②教育訓練機関の⼈材育成プログラムの調査�
 ⼯業系⾼校、産業技術専⾨校、資格学校へのアンケート調査�

③専⾨⼯事業における⼈材育成の実情と課題を調査�
 ⼤⼯、左官業、型枠業、鉄筋業への⾯談調査�

④ネットワーク⽴ち上げの準備�
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①⾼校⽣との意⾒交換会�
　・金沢市立工業高校 
　・県立小松工業高校 
　・県立羽咋工業高校 

2013年7月4日（金沢市立工業）	



②保護者との意⾒交換会�
　・保護者の声が 
　　就職先を左右 

2014年9月26日（金沢市立工業）	



 
 
③⼈材確保・育成フォーラム開催�
　・高校生２８０名 
　　（県内工業系４校） 

　・藤井京大教授 
　　による講演会 



教育機関へのアンケート調査結果�
①⼯業系の⾼専⽣・⾼校⽣の進路は�
  進学２割。就職８割（学校推薦が９割、縁故・公務員が１割）�
②⼯業系の⾼専・⾼校は現場⾒学、出前講座などの連携を�
 望んでいる�
③県⽴産業技術専⾨校(七尾校、能登校)は訓練カリキュラムの�
 共同開発が可能�
④資格学校では独⾃の取組み�
 ・有料職業紹介部⾨の設置�
 ・企業と学校と連携した就職活動セミナー�
 資格取得する場合、建設労働者確保育成助成⾦制度のＰＲ・有効活⽤を要望�
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⽯川県建築組合連合会(⼤⼯)�
・求⼈募集はしていない。親族に経験者がある者のみ⼊職している�
・組合が若⼿⼊職者のみ対象の専⾨校を運営（通年で週１回実施）�
・１０代の職⼈は県内にのべ２０名程度�
・県⽴の職業能⼒開発協会が鉋削り⼤会�

 



⽯川県左官業組合連合会(左官)�

⽯川県型枠⼯事業協会(型枠)�
・職⼈の約半数は1⼈親⽅で技能継承は親から⼦へ �
・求⼈募集をし、普通科⾼校⽣が⼊職するが、早期離職が深刻化�
・今年度は普通科⾼校にＰＲに回る予定�
・技能検定受験準備（実技）は各社で教えている�

・求⼈募集はしていない。親族に経験者がある者のみ⼊職している�
・全国区の地元⼤⼿企業が職業訓練校として認定（⾃社社員のみ可）�
・毎年１０名程度の卒業⽣を輩出�
・経験を積み独⽴する形態が残っている�

⽯川県鉄筋業協同組合(鉄筋)�
・⾼校へは採⽤募集しているが、⼤きな会社にしか⼊らない�
・技能研修・訓練は全鉄筋から講師を派遣してもらい年１回実施�
・規模の⼤きい会社の技能⼯は、ゼネコンで研修・訓練を受けている�
・業界の広報については、県主催の技能祭りに参加し、実技のデモン
ストレーションを実施している�
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27年度 実施事業移行に向けて	
１．『担い⼿ネットワーク会議（仮称）』の開催�
�
２．⼊職促進に資する広報活動�
・「建設産業広報ポスター」の製作・配布（⼯業⾼校等）�
・情報交流の場づくり（各業種横断の意⾒交換会）�
�
３．技能者を対象とした研修・訓練事業の実施�
・各専⾨⼯事業団体へ教育訓練体系の構築要請�
・県内での教育訓練研修の実施�
 



○ビジョン策定委員会	 ○県民との意見交換会	 ○ 県民による座談会	

○女性技術者の会	 ○パネル・建築模型展	 ○ 資格相談会	

これまでの取り組みの様子	


